教育系　川村研究室

指導教員　：教授　川村　康文

研究室場所：　５号館地下１階　

［研究題目・内容等］e-mail：kawamura@rs.kagu.tus.ac.jp 

川村HP：http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura　　

川村研究室を希望する学生は、川村研究室のホームページから、エントリーシートをダウンロードし、必要事項を記入後、上記川村のアドレスまで、エントリーシートを送付してください。その後、面談日を決定します。面談に来ない学生は受け入れませんので、注意してください。

川村研究室では，将来物理教師をめざす学生や自然エネルギー研究として，色素増感太陽電池とサボニウス型風車風力発電機を研究したい学生を求めています。

１．川村研のゼミは３部構成です。
ゼミには，原則，全員参加して頂きます。
・１ゼミ全体ゼミは，火曜日午後4時10分から5時40分までです。

　B４とM１は輪講とし担当論文の発表，M２は修論研究の発表を行います。

　M2→M1→B４の順で行います。5時40分で，いったん打ち切ります。

・１ゼミ戦略ゼミは，水曜日午後4時10分から5時40分までです。
　２ゼミのための戦略ゼミです。ただし１ゼミ全体ゼミでの積み残しはここで行います。

・２ゼミ演習ゼミは，火・水の午後６時から7時40分までです。

サイエンス・コミュニケーション特別演習ゼミとして，実際に生徒を招き，理科大好き実験教室を行います。なお，本ゼミは，グリーン＆セーフティ研の活動としても位置付けています。特に，理科実験指導ができる教師になりたい人は，このゼミを頑張って下さい。実践を繰り返し，問題点を修正していくなかで，実力をつけられます。おそらく、日本では初めての教員養成研究システムとなると思います。

・３ゼミ自然エネルギーゼミは，月曜日午後６時から7時40分です。
　　色素増感太陽電池の研究の発表とサボニウス型風車風力発電機の研究の発表です。基本，毎週，時間を50分ずつにわけて行います。
２．1年間を通して、サイエンス・コミュニケーション活動を行い、授業実践のデータを収集します。川村研究室の学生として，必ず行う行事があります。

みらい研究室（6月ごろ）とホームカミングディ（10月ごろ）では、サイエンス・ライブ・ショー「温暖化星人から地球をまもる宇宙船にっぽん号のたたかい」を、川村研究室の学生全員でチームワーク作りとして行います。これは、研究室の行事として行いますので、万難を排して必ず参加して頂きます。もちろん教育実習や教員になるための行事は公欠として認めます。

　8月のオープンキャンパスでは、色素増感太陽電池とサボニウス型風車風力発電機の紹介を研究室全員で行います。これには川村研究室の学生全員で参加します。
その他、出前授業や土日の実験教室には積極的に参加して頂きます。いつ、依頼がくるかわかりませんから、日頃からの準備こそが大事です。どのような場面においても、それをチャンスとし、卒論、修論の実践授業のデータを収集する意欲が必要です。

さらに、全員が同じ学会で発表します。

３．指導教員と相談して、卒論のテーマを決める

　　卒論のテーマは，基本は，①色素増感太陽電池，②サボニウス型風車風力発電機，③理科大好き実験教室で開発した教材の３つから，選択して頂きます。
1 色素増感太陽電池

　色素増感太陽電池では，修士の学生とチームを組んで，毎週月曜日にゼミ３を実施し，その１週間でどう研究を進めるかを話合い，研究を進めて頂きます。投稿論文の作成にも積極的に参加し，学部生のうちに一度は，学会発表や論文投稿の経験を積んでもらいます。

2 サボニウス型風車風力発電機

　サボニウス型風車風力発電機でも，修士の学生とチームを組んで，毎週月曜日にゼミ３を実施し，その１週間でどう研究を進めるかを話合い，研究を進めて頂きます。投稿論文の作成にも積極的に参加し，学部生のうちに一度は，学会発表や論文投稿の経験を積んでもらいます。

3 理科大好き実験教室

理科大好き実験教室では，この2年間，毎年，出版社と契約しきちんとした出版物を出してきています。今回は，熱力学・波動の分野での出版を考えています。
学部生のうちに，一度は，学会発表を経験してもらいます。特に，本年度は，東京理科大学が全国大会の会場となって，日本科学教育学会が開催されます。全員，夏の全国大会では，ポスター発表をしてもらいます。

最後に，川村研での活動を最優先にでき，協調性があり，チームワークで動ける方を希望します。クラブ活動や自分個人の活動が一番大事というかたは，川村研でのチームワークのなかでの研究が難しいと思いますので，ご理解下さい。

